
01. コンセプト

現代は 「自分の在り方が揺らいでいる時代」 である。

近代以降、自由に生きるための条件は整えられてきた。 しかし、社会の価値観により、自己の意思が意図せず変形し、

「自己の表現」 と 「自己の意思」 との間に隔たりが生じやすい。 また、 社会の課す膨大なタスクがそのズレを

隠すかの如く、 私たちを追いかける。

この隔たりを解消するためには、 内省を通した以下のプロセスが必要である。

※澄行者―自己の意思が澄み、 行き先がはっきりした人々

※意識―意思がイメージ化された段階

※囚流者―社会の価値観に囚われ、 膨大なタスクに流される人々

※表現   ―意思が三次元化された段階 

   無意識―意思がまだ形を持たず、 漠然とした状態で存在している段階

00. 建築の提示 

本提案では、 自分自身と向き合い、 自分の在り方を見つめ直すための地下空間を設計する。

< 澄行者の意思の動き >
ちょうこうしゃ

このプロセスを踏むことで、 意識という過程を通じて、 意思は主体的に形成された

忠実な形として表現される。

これにより、 社会の価値観や影響に流されることなく、 自己の意思が自分の在り方に

しっかりと落とし込まれ、 自由な生き方へとつながる。

しかし、 社会の価値観や膨大なタスクがこのプロセスを阻むため、 外的刺激

から自己を分離し、 意思を意識するための時間と空間が求められる。

< 意思を意識する空間 >

< 囚流者 > < 澄行者 >
しゅうろうしゃ ちょうこうしゃ

< 囚流者の意思の動き >
しゅうろうしゃ

外的刺激が取り込みやすくなる未来の社会において、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分の在り方を見出すための建築を、 私たちは次の時代へ提案する。

02. 敷地

首都東京の真ん中にあるこの場所には、多くの囚流者が存在する。

敷地は東京駅周辺の丸の内ビル街の一角。
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無意識から意識へ
――四則演算で導かれる自己

このプロセスでは、 未熟な意思が無意識と表現の間で社会の価値観や影響に

流されながら形作られるため、 「自己の表現」 と 「自己の意思」 との間に隔たりが

生じやすい。 この隔たりを解消するためには、内省を通した以下のプロセスが必要である。

03. 四則演算の可能性 

伝統的な茶室の空間設計は四則演算の手法と非常に相性が良い。 茶室では、 四則演算を用いた空間の

調和によって、訪れる人々が自然とお茶と向き合う場が創り出される。 この空間アプローチを建築に融合させることで、

調和の取れた空間が生み出され、 人々が自己と向き合いながら、 意思の変容へと導かれる空間が実現する。

このプロセスを建築に落とし込むために、 四則演算の手法を適用し、 空間設計を行う。 四則演算を手法とし、

空間を整理することで、 三次元上で精神的な体験を生み出すことを可能にする。

「×」 ー茶室の概念と建築の融合

「－」 ー 削ぎ落としによる意思の具現化

空間の分割は、外部から内部への移行を生み出し、単なる物理的変化に留まらず、

精神的な変容をも促す。この段階的な変化により、人々は自然と内省へと導かれる。

「÷」ー空間の分割による内省への誘導

不要な要素が削ぎ落とされた空間は、思考を洗練し、自己に対する本質的な問いを明確にする。

この過程は、意思が「無意識→意識→表現」という段階を踏むために必要な要素となる。

「＋」ー空間の拡張による意思の解放

自分の在り方を見出すために、外的刺激が遮断された空間を設計する。その中で、部分的に

外部空間との連続性を持たせることによって、内部空間が拡がり、解放感が生まれる。

この拡張は物理的な広がりにとどまらず、心理的な余裕をもたらし、精神的な広がりへとつながる。

内面的な視野が広がることで、自己の意思をより忠実に具現化することを可能にする。



04．構成と空間

さらに、平面的な露地と茶室の関係を立体的に捉え直し、限られた敷地でも実現可能な、都市に

適応した空間へと昇華させた。都市の中にありながら、段階的に空間を変化させ、自然と内省に

向かう体験を可能にする。

05．形態と空間

⑥スリット　光の道しるべに従って、人々は極小空間へと導かれる。【+】

⑦開口部

この開口部は、極小空間に自然光を取り込む

役割を果たす。また、上方から降り注ぐ光の帯

によって、人々は極小空間へと誘い込まれる。【＋】

〈無駄のない空間〉

二層の直方体で構成された地下空間は、極小空間と階段のみで成り立つ。余計なものが

削ぎ落とされたこの空間は、意志の本質を見出し、自分自身と向き合うことを可能にする。【－】

〈光と影〉

光と影は、自然の力や時間の流れ（外部との連続性）を感じさせ、静寂と動きを同時に生み出す

要素である。地下空間の無機質さを和らげることで、自然と自分自身と向き合うことを可能にする。【+】

⑤階段のリズム

全体的には緩やかな勾配としつつ、部分的に

急勾配にすることで、空間の切り替わりを

強調した。また、リズムに連続性を持たせる

ことで、空間の変化を身体的に実感させると

ともに、自然と心を落ち着かせ、内省に適した

環境を形成する。【÷】

①入口

入口を抜けた先には、まるで異世界のような

空間が広がり、人々は都市の喧騒から

切り離された感覚を覚える。【÷】

②GL

ガラスを用いることで、都市の騒音を

遮断しながらも空間に自然光を取り込む。

【÷】【＋】

③階の切り替わり

地下 1階、地下 2階へと続く入口は、それぞれ「門」

としての役割を担う。

そのため、階の切り替わり部分では、あえて段差

を急勾配にし、床と階段の角度を垂直に近づけた。

さらに、開口部を狭めることで、あたかも「床を

通る」ような感覚を生じさせた。この過程は、人々

に空間の変化を身体的に実感させる。【÷】

④B1FL

透過性をもつ素材を用いることで、

徐々に暗くなるが、圧迫感の少ない空間を

作り出す。【÷】【＋】
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・入口

入口には、伝統的な茶室の特徴である躙口の

要素を取り入れた。躙口とは、頭を下げて

屈んで入る小さな入口であり、入ることで身分を

捨て、ありのままの姿で向き合うという意味を

持つ。その精神を反映さ、外部刺激から自己を

切り離すためのデザインとなっている。【÷】【×】

⑧段差

伝統的な茶室では、踏石（脱いだ履物を置く

ための石）で靴を脱ぎ、茶室へと入る。

私たちの提案する建築もまた、入口の前に

設けた段差で靴を脱ぎ、極小空間へと足を

踏み入れる。この行為は単なる動作に

とどまらず、外的刺激から自己を解き放ち、

自分と向き合うための重要なプロセスとなる。

【÷】【×】

・二畳の空間

伝統的な極小茶室にも用いられている「二畳」

という空間設計。無駄を省き、内面的な精神の

移行を促すための極限の空間とする。【－】【×】

・天井

二畳という極小空間でも開放感を持たせるため、

中柱の通りで一段下げ、平天井と勾配天井を

設けるという伝統的な茶室の技法を採用した。

また、二種類の天井の境を開口部にすることで、

自然光を採り入れることを可能にした。【＋】【×】

・壁（一面）

一面を透過性のある素材にすることで、空間に

開放感を持たせる。また、自然光を採り入れ

ながらも明る過ぎない内省に適した空間と

なっている。【＋】【÷】

伝統的な茶室は、外界と茶室を直結させるのではなく、門、露地（外界と茶室を繋ぐ通路）という

工程を踏んで、最終的に茶室という小空間に辿り着く構成となっている。この動線における

「徐々に奥まっていく空間分割」は、外的刺激から自己を切り離し、訪問者が茶の湯の世界と

向き合う環境を生み出す。

私たちはこの構成こそ、四則演算をもとに空間を調和させ、内省へと導く鍵となると考えた。

しかしながら、常に騒音や刺激に満ち溢れた都市空間上で「外的刺激を遮断し、自分自身と

向き合う」という効果を十分に発揮する構成とは如何なる物であろうか。

こうした外的刺激を効果的に遮断する為に、私たちが着目したのは「地下構造」である。

地下空間は本来、圧迫感があり閉塞的だが、その特性を逆手に取り、内省へと導く空間として

活用できると考えた。

地下へと向かう動線は、自然光が次第に遮られ、都会の喧騒を遠ざける効果を生み出す。

この降りるにつれて徐々に暗くなり、静寂へと導かれる過程は、囚流者を深い内省へと誘導する。
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【外界】

【都市】

【露地】

【地下通路】

【茶室】

【極小空間】

〈伝統的な茶室の構成〉

〈提案する建築の構成〉

〈伝統的な茶室と露地〉

※平面に存在 ※立面に存在

〈現代的な極小空間と地下通路〉

庭園のコントロールできない自然の変化　　　　　　　　　自然光のコントロールできない変化

　　　　門を２つ通り抜ける　　　　　　　　　　　　　　　　　床を２つ通り抜ける

　　　　　飛び石のリズム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階段のリズム
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